






































（西山 2003: 61 をもとに作成）
b. 非指示的名詞句… 世界の中の個体を指示するような働きを持たない名
詞句
 　叙述名詞句……主語名詞句に N という属性を帰す名詞句
 　変項名詞句……「X が N である」という命題関数を表す名詞句






























（3） Smith’s murderer is insane. （Donnellan 1966: 285）
（スミスを殺した奴は精神異常者だ。）
Donnellan （1966）によれば、（3）における「Smith’s murderer（スミスを




























































































（7’） a.  学生というものは怠け者だ。
b.  医者というものは金持ちだ。









































のように、「A は B だ」という形式において、A の追加属性 B を述べるのが記
述文である。一方、（9b）は「源氏物語の作者」という名詞句により表示され
た役割を満たす値が「紫式部」であると述べており、「源氏物語の作者はだれ（ど



















































































（13） a.  私は花子に会った。
b.  花子＝東京で生まれた女性　　　　
c. ∴ 私は東京で生まれた女性に会った。
（14） a.  私は花子に憧れている。
b.  花子＝東京で生まれた女性　　　　　　


































（19） a. * ほとんどの　太郎／彼　は、院生室にいる。
b.  太郎／彼　は、ほとんど院生室にいる。
〈不可量化名詞〉























































（23） a.  学生というものは怠け者だ。
b.  医者というものは金持ちだ。
（24） a. ?? 学生というものはアルバイトだ。







（25） a.  太郎は怠け者だ。
b.  太郎＝学生　　　　　　　　



























（27） a. * 学生 i（というもの）は怠け者だ。彼 i は今日仕事をサボった。
b. * 医者 i（というもの）は金持ちだ。彼女 i は現在札幌の病院にいる。
（28） a.  学生 i はアルバイトだ。彼 i は今日仕事をサボった。







 　　（i） * 学生 i（というもの）は怠け者だ。彼ら i は今日仕事をサボった。














































































（32） a. 男は犯人（?? というもの）を憎んでいる。
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